
【導入】 
 
駅の構内、道路、川沿い。 
皆さんはそこに、ホームレスの姿を見たことがあると思います。 
そして、 
「かわいそう」 
「汚い、怖い」 
「自分には関係のない人だ」 
彼らを目にして、様々、思うことがあるでしょう。 
 
しかし、彼らは、 
私たちが知る由もない、 
目に見えない困難を抱えているのです！ 
 
本弁論では、障害を持ったホームレスの特異性を指摘し、彼らの救済を訴えます。 
 
 
【現状】 
ホームレスは法的に、「公園・河川・道路で日常生活を営んでいるもの」と定義されていま

す。 
 
彼らは、私たちにとっての当たり前の生活を送ることができません。 
 
一日一食はおろか、ゴミを漁って飢えをしのぐ毎日。 
冬の冷えこみは、段ボールや、ビニールシートで防げるようなものではありません。 
 
食べ物や寝る場所がなく、ホームレス達は苦しい生活を強いられているのです。 
 
そのようなホームレスに対して、政府も就労を目的としたさまざまな政策を打ち出していま

す。 
 
一定期間の就労の後、本採用へと繋げる「トライアル雇用事業」 
就労支援と生活援助を行う「ホームレス等就業支援事業」 
日雇い労働者に対する「日雇い労働等支援事業」 
 
これらの政策の成果もあり、現在のホームレスの人数は1万6千人ほどになりました。 
 
しかし、順調に減少していたホームレスの数が、ここ数年は横ばいのまま。 
 
つまり、現行の政策では、対応しきれないホームレスが存在しています。 
 
それは、「障がいを持ったホームレス」です。 
 
実は、ホームレスの多くは、 
精神障害や、知的障害など、様々な障害を抱えています。 
実際、約6割が何らかの精神障害を抱えており、3割が知的障害を持っているのです。 



 
しかし、現行の政策では障害をもつホームレスに対応することができていません。 
 
障害を持つホームレスが受けられる支援の選択肢は三つ存在します。 
それは、就労支援制度、生活保護制度、障害者支援制度です。 
 
一つ目。就労支援について、説明します。 
健常者については、就労を目的とした政策によって自立の可能性が生まれます。 
しかし、この制度ではあくまで就労を前提としているため、 
障害を持っている場合、事前審査の段階で「就労能力がない」と判断されてしまうのです。 
そのため、障害を持ったホームレスは、支援を受けることが難しいのです。 
 
二つ目の生活保護について説明します。 
住居がないホームレスが生活保護を申請するには、施設に入る必要があります。 
しかし、その施設では他のホームレスとともに共同生活を送ることを強いられます。 
これは、障害が原因で他者との生活に著しい困難を抱えるホームレスにとっては、 
そんな彼らにとって、大きな環境の変化は耐えられるようなものではありません。 
そのため、障害をもったホームレスは施設を逃げ出してしまうこともあるのです。 
 
三つ目の障害者政策について説明します。 
障害を持った方が支援を受ける場合には、「障害者手帳」が必要になります。 
しかし、障害を抱えるホームレスのうち障害者手帳を持っている方はほとんどいません。 
なぜなら、障害を持ったホームレスは、路上生活のなかで、自分が障害を持っていると知る

機会がないからです。 
 
実際、愛知県のホームレスに調査を行ったところ、障害を持っていることが判明したホーム

レスのうち、障碍者手帳を所持していたのはたったの５％だったという事実すらあります。 
 
そのため、障害を持ったホームレスは路上生活をしているがゆえに、 
障害者支援すら受けることができません。 
 
そして、障害者手帳を持っていないために、障害者支援を受けることもできないのです。 
 
以上をまとめると、障害を持ったホームレスは、支援の手があったとしても、実際には支援

を受けることができず、路上での苦しい生活を送り続けるしかないのです。 
 
【問題点】 
 
国民は、誰しも、基本的な生活を保障されるべきである。 
 
こうした観点から、障害者支援や生活保護が実施され、 
国民の最低限度の生活が保障されてきました。 
 
最低限度の生活とは、生活の基盤、つまり衣食住が保障された生活です。 
 
しかし！障害を抱えるホームレスは、支援の手から零れ落ちてしまっているのです。 



 
だからこそ、ホームレスを一括りにして、対策を打ち出すのではなく 
障害を抱えたホームレスに焦点を当てた対策が必要なのです！ 
 
 
 
【理念】 
 
私の理想は、障害を抱えたホームレスに、衣食住の生活基盤を与えること！ 
 
そのためには、障がいという特徴を考慮し、彼らに適した生活環境を与えることが必要で

す。 
 
そうすれば彼らは、衣食住が保障された、安定した生活を送ることができます！ 
 
【プラン】 
この理念を達成するために、私は２点のプランを提案します。 
一点目は、障がい者制度を受ける際に、前もって彼らに個別の住居を与えます。 
ホームレスのまま生活保護を受けた際、彼らは一時保護施設に預けられ、集団生活を強いら

れます。 
ですが、彼らが前もって住居を持つことによって、集団生活に苦痛を感じて逃げ出すことを

防ぐことが出来るのです。 
ですが、障がい者支援制度を受けるにあたって、ホームレスは障害認定を受け、障がい者手

帳を持つことが必要です。 
 
この問題を解決するために、二点目のプランを提案します。 
２点目は、現在自治体やNPOが行っているホームレス巡回を国主導とし、支援を望むホー

ムレスを一点目のプランを受けられるように斡旋します。 
現在、巡回員に会う頻度が月に1度、半年に1回程度というホームレスが6割以上という状況

です。 
これは、自治体やNPOに委ねてしまっているため、巡回を行う時期などが明確化されてい

るわけではない為です。 
この巡回員を地域ごとに合わせてその数を増加させ、１週間に一回、国主導で行うとしま

す。 
もれなく障がい者ホームレスを巡回して新しいプランに組み込むことで、彼らを救うことが

出来ます。 
　 
この二点のプランを活用することで、ホームレスの生活の基盤を保障することが出来るので

す！ 
 
【締め】 
 
誰からも救われることのなかった、障害を持ったホームレス。 
 
そんな彼らが苦しい生活を脱し、生活基盤を得られることを願って本弁論を終了します。 
 



ご静聴ありがとうございました。 
 
 


